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                                           No.７５ 

和歌山県精神保健福祉センター  ２０１８年５月 

 

「県障害福祉課長に就任して」    

                         和歌山県障害福祉課 更家 広一 

 

 本年４月に障害福祉課長を拝命いたしました更家広一です。 

  障害福祉課には平成２０年度から３年間、こころの健康推進班で

勤務した経験があります。平成１８年度に、それまで障害種別ごと

に異なる法律に基づいて自立支援の観点から提供されてきた福祉

サービス等について、共通の制度の下で一元的に提供する仕組みが

創設され、これに伴い組織的にも健康対策課からこころの健康推進

班の業務が移って、３年目ということもり、まだまだ、新制度への

移行に向けた課題への取組が行われている頃でした。また、平成１

６年に精神疾患を正しく理解し、新しい一歩を踏み出すための指針

として「こころのバリアフリー宣言」がされ、本格的に、全国民を

対象として、精神疾患や精神障害のある人に対しての正しい理解を促すことが始まって、 

４年目を迎える頃でもありました。 

  あれから１０年が経って再び障害福祉課に着任して感じることは、法律が変わったり、 

新たな法律が出来たりと、障害者施策を取り巻く状況が大きく変化しているということで 

した。和歌山県においても、昨年、和歌山県手話言語条例が施行され、手話の普及・習得 

の機会の確保により、ろう者とろう者以外の人が共生することのできる地域社会の実現を 

目指すこととしていますし、同年、策定された和歌山県長期総合計画では、障害のある人 

が社会活動に参加し、自分らしく生きることができる環境づくりを進めるとともに、自立 

した生活を行うことができるよう支援することで、障害のある人とその家族が安心して暮 

らせる社会を実現し、また、全ての県民が障害の有無によって分け隔てられることなく、 

相互に人格と個性を尊重し合いながら共生する社会の実現を目指すこととしております。 

  さらに、今年には、和歌山県自殺対策計画、紀の国障害者プラン２０１８を策定してお 

り、これらの条例や計画に基づき、具体的な取組を進めていく１年目の重要な年でもある 

と考えており、これから、一つひとつ着実に課題解決に取り組んでいき、障害のある人や 

その家族が安全安心な生活を実感いただけるよう頑張ってまいります。 
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                        和歌山県精神保健福祉センター所長 小野 善郎 

 

恩師の心遣い 

 

 前号のこの欄で紹介させていただいた拙著『思春期の育ちと高校教育―なぜみんな高 

校に行くんだろう？』（福村出版）にまつわる後日譚です。 

 本書は生徒数の減少で廃校の危機に直面している北海道の北星学園余市高等学校の応 

援の一環として書き下ろしたこともあり、今年の 2月から 3月にかけて大阪、札幌、東 

京で講演会を開催して、この学校の教育実践の意義についてお話しをさせていただきま 

した。このうち 2月 4日の札幌での講演会には、和歌山県立医科大学の名誉教授である 

平尾幸久先生が来てくださり、ほぼ 40年ぶりの再会ということになりました。平尾先 

生は和医大の１、2 年生のときに生物学を教えていただいた恩師ですが、学生の面倒見 

がよく、とても人気のある先生でした。定年退職後も和歌山市内にお住まいでしたが、 

2年前に出身地である北海道に戻られ、今回は北海道新聞に私の講演会のことが掲載さ 

れたのをご覧になられて、わざわざ足を運んで下さったとのことでした。その日はゆっ 

くりお話しする時間を持つことができませんでしたが、その後もメ

ールのやりとりをさせていただき、3月に北星余市高校の卒業式で

再び北海道に行ったときに札幌で一献を傾けながら昔話に花を咲

かせることができました。何よりも私の名前を見つけて講演会に来

てくださった心遣いに感激しましたが、昔の話をしている中でいろ

んな学生の名前を覚えていらっしゃることに大変驚きました。思春

期の本を書いたことで恩師と再会し、思いがけず自分自身の思春期

にタイムスリップするという体験をさせていただくことになりま

した。とまれ、このご縁に感謝です。 

 

 

 

 

思春期・青年期 特定窓口相談窓口（要予約） 

 

専門の医師による思春期・青年期の相談窓口を設置しています。 

思春期・青年期に特有の悩みや精神疾患、不登校やひきこもり 

などの相談に応じます。 

 

対 象 思春期・青年期の問題を抱えるご本人やご家族 

場 所 精神保健福祉センター  

申し込み 事前に予約が必要です。 

相談料 無料 

 

http://putiya.com/html/title02/school_01_01.html
https://3.bp.blogspot.com/--RGJUy7c1A0/VYJrwdUJEeI/AAAAAAAAujs/9iS_1rcWdhg/s800/sensei_homeru.png
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精神保健相談 

精神疾患、アルコール問題、ひきこもり等のこころの健康に関する相談に応じます。  

   

★面接相談（要予約：073-435-5194） 

      受付時間：平日 9:00-17：45（土日、祝祭日、年末年始を除きます） 

      場所：和歌山県精神保健福祉センター 

 

★電話相談（こころの電話：073-435-5192） 

     平日 9:30-12:00、13:00-16:00（土日、祝祭日、年末年始を除きます） 

 

 自死遺族相談

大切な人を自死で亡くされた方（家族・友人等）を対象に相談に応じます。 

場所 和歌山県精神保健福祉センター 

日時 第 4月曜日 13:00～17:30 

        （要予約：０７３-４３５-５１９４・０７３-４２４-１７００「はあとライン」） 

平成 30 年 4月 23日、5月 28日、6月 25 日、 

7月 23日、8月 27 日  10月 22日 

             11月 26日 

        平成 31 年 1月 28日、3月 25日 

       （平成 30年 9月、12月、平成 31年 2 月はありません） 

 

わかちあいの会和歌山 うめの花 のご案内 

わかちあいの会和歌山 うめの花 

対象 大切な人を自死で亡くされた方（家族・友人等） 

参加費  200 円（お茶やお菓子代として） 

一時保育 あり（1週間前までにご相談ください） 

和歌山会場（場所 和歌山県精神保健福祉センター） 

平成３０年 4月 21 日（土）13:30～15:30、5 月 18日（金）19:00～20:30 

6月 16日（土）13:30～15:30、8 月 18日（土）13:30～15:30 

10月 20日（土）13:30～15:30、12 月 15日（土）未定 

（♪講演会・音楽会/わかちあいの会開催予定♪） 

平成 31 年  2月 16 日（土）13:30～15:30 

田辺会場（場所 田辺市民総合センター） 

平成 30年  7月  7 日（土）13:30～15:30 

 

 

 

https://3.bp.blogspot.com/-oouMaRMorxk/UaKfH4cJb4I/AAAAAAAAT0E/UGKRL4_H2-w/s1000/dots.png
https://3.bp.blogspot.com/-8tS6vSNp37Q/V9vCuH1uwHI/AAAAAAAA9_0/SZa1qMEoVUACyw3KtRyGj2YHNOvX3ucHACLcB/s800/tree_simple1.png
https://3.bp.blogspot.com/-8tS6vSNp37Q/V9vCuH1uwHI/AAAAAAAA9_0/SZa1qMEoVUACyw3KtRyGj2YHNOvX3ucHACLcB/s800/tree_simple1.png
https://www.irasutoya.com/2015/02/blog-post_99.html
https://3.bp.blogspot.com/-8tS6vSNp37Q/V9vCuH1uwHI/AAAAAAAA9_0/SZa1qMEoVUACyw3KtRyGj2YHNOvX3ucHACLcB/s800/tree_simple1.png
https://www.irasutoya.com/2015/02/blog-post_99.html
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対 象 ひきこもりの状態にある方、人とかかわることに抵抗のある方 

 

開催日 毎週火曜日 １３：００～１６：００（都合により変更あり） 

        利用時間内の、好きなときに来て、好きなときに帰ることが出来ます。 

 

場 所 精神保健福祉センター プレイルーム 

参加費 無料 

 

対 象 “ひきこもり”や“孤立”でお悩みのご家族   

 

日 時 毎月第３水曜日 １３：３０～１５：３０ 

平成３０年   ４月１８日  ５月１６日  ６月２０日   

７月１８日  ８月１５日  ９月１９日   

１０月１７日 １１月２１日 １２月１９日 

平成３１年    １月１６日     ２月２０日    ３月２０日 

 

場 所 精神保健福祉センター プレイルーム 

参加費 無料 

  

対 象 違法薬物、危険ドラッグ、処方薬などの薬物依存にお悩みの本人、家族 

 

＝本人＝ 

（個別相談） 

日 時 月～金（祝日除く）（要予約） 

   （グループセッション） 

      時 間 木曜日１３：３０－１４：３０（祝日除く）（要予約） 

      場 所 精神保健福祉センター 

     

    ＝家族・知人＝ 

日 時 月～金（祝日除く）（要予約） 

 

 

 

 

 

https://2.bp.blogspot.com/-rG56DeMKdyE/U0pTQsUMe3I/AAAAAAAAfHE/USYG4bHzMZY/s800/line_fish_color.png
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平成 30年 11月 24日（土）に和歌山ビッグホエールにて、『ここ  

ろ のフェスタ 2018』が開催されます。 

当日、会場ステージにて、精神障害のある人たちのグループ活動紹  

介などを通して、精神障害のある人たちのことを、みなさんに広く知   

っていただくことを目的としています。 

内容は、グループの活動の紹介、音楽、ダンスなどのパフォーマン  

スなど、観客のみなさんと楽しめるようなものであれば OKです。 

日頃のグループ活動を舞台上で発表していただくよい機会です。ぜひご応募をお待ちしております。 

 

目的：精神障害者の人権啓発 

日時：平成３０年１１月２４日（土）１３：００～１３：１０ 

会場：和歌山ビッグホエール アリーナ 

内容：グループ活動紹介の語り及びパフォーマンス 

         （合唱、演奏、コント、手品、ダンス等） 

募集数：１グループ ＊応募多数の場合は、選考予定 

応募先：和歌山県精神保健福祉センター 

           電話：０７３－４３５－５１９４ FAX：０７３－４３５－５１９３ 

応募締め切り：平成３０年６月２８日（金） 

 

「この島で生まれて良かった この島で生んで良かった」 

～地域で働き、地域で暮らすために～ 
 

講師  社会福祉法人みやこ福祉会 理事長  伊
い

志
し

嶺
みね

 博司
ひろし

 氏 

 

「私たちが目指すのは地域で働き、地域で暮らす障害者を支援すること。この島で生ま

れてよかったと実感できる環境づくりです。」・・・ 昭和 61年に知的障害施設の兄

弟姉妹の会の結成から始まり、平成13年社会福祉法人みやこ福祉会みやこ学園の設立、

パン工房、野菜ランド、グループホーム、障害者就業・生活支援センターと事業を拡大

し、32年間障害者のため、地域の環境整備を精力的にすすめておられる。 

 

日時：平成 30年６月 2６日(火)14:00～15:00 

場所：県民交流プラザ 和歌山ビッグ愛９F 会議室A 和歌山市手平２丁目１－２ 

対象：精神保健や講演テーマに関心のある方（事前申し込みが必要です） 

   参加費：無料 

申込み先：精神保健福祉センター（電話：073-435-5194、FAX：073-435-5193） 

 

https://www.irasutoya.com/2013/08/1.html
https://www.irasutoya.com/2012/03/blog-post_5576.html
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1495090259/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL2ltZzAxLmdhdGFnLm5ldC8yMDE1MDUvMjh3b3BpZC9nYXRhZy0wMDAwNTUwMC5wbmc-/RS=^ADBUZGsqxyciqhcwSW.b2tDVFBHuOk-;_ylt=A2RinF3S8htZBkUA4z6U3uV7
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1495090259/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL2ltZzAxLmdhdGFnLm5ldC8yMDE1MDUvMjh3b3BpZC9nYXRhZy0wMDAwNTUwMC5wbmc-/RS=^ADBUZGsqxyciqhcwSW.b2tDVFBHuOk-;_ylt=A2RinF3S8htZBkUA4z6U3uV7
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1495090259/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL2ltZzAxLmdhdGFnLm5ldC8yMDE1MDUvMjh3b3BpZC9nYXRhZy0wMDAwNTUwMC5wbmc-/RS=^ADBUZGsqxyciqhcwSW.b2tDVFBHuOk-;_ylt=A2RinF3S8htZBkUA4z6U3uV7
https://2.bp.blogspot.com/-izUyQD_9lg8/Wfg0_ncfXCI/AAAAAAABH2U/QVP2Wx7JgNY782lEDHLecHas5hf3r-7NACLcBGAs/s800/line_wave1.png
https://1.bp.blogspot.com/-u47NBS5N2IA/UbVvbN8z9uI/AAAAAAAAUyE/G2ZR3wb9tuM/s1000/line_fish.png
https://3.bp.blogspot.com/-Ycu4GbE4wNI/UNO5dTnYIOI/AAAAAAAAIyM/5FCPzsja-p0/s1600/gassyou_animal.png
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今回編集の担当となり、パソコンで不慣れな編集作業に悪戦苦闘し、そのほかも思いもよらないできごとに次々と遭遇しとまど

う日々です。そんな状況で、昨秋当センターの講演会にお招きいたしました「ベてるの家」の「今日も、明日も、明後日も、順

調に問題だらけ」という味のある言葉をたよりに、いろいろな方のご協力をいただき、ようやく皆様にお届けできるまでたどり

つきました。今後ともおつきあいのほどどうぞよろしくお願いいたします。 

 

精神保健福祉の第一線で働く関係スタッフの紹介コーナーです。 

今回は、紀南こころの医療センター 看護師 吉本 明美 さんです。 

はーとふるネットワーク 

 

―看護師になられたきっかけは？ 

 子供の頃に看護師さんに憧れて・・・というのはなく、

健康で病院とは縁のない生活をしていました。高校生に

なり進路決定する際に「看護師の仕事は大変だろうけど、

自分のためになる仕事だから、絶対に嫌でなければ考え

てみては。むいてると思う。」という言葉に看護師という

選択肢が増えたのがきっかけでした。 

働きはじめは患者様への関わり方等で悩みもありました

が、気づけば 20 年余りが過ぎ、看護師を選択してよか

ったと思っています。 

―この仕事のやりがいや楽しみはどのようなことですか。 

 患者様の笑顔をみることです。退院時はもちろんです

が、長期入院になる患者様もいらっしゃいます。その方々

には入院という制限された中で、少しでも安楽に生活で

きる様に援助し、笑顔を出せる環境にしていきたいと思

っています。 

病棟スタッフが皆楽しそうに働いていることもあり職

員・患者共に、毎日笑顔は絶えません。 

 

―仕事をするうえで大切にしていることは何ですか？ 

基本的なことですが、患者様のストレングス（その人

の持つ強み）に着目し援助することです。できることの

確認をし、主体性を持ってもらうように心がけています。

何かを決める時など、迷うことも多くあります。その時

には例を出して、その中で患者様がどのように考えてい

くかを大切にしています。 

あと、笑顔はとでも大切だと思っています。 

 

 

 

 

 

 

  編集後記 

 

 

 

 

 

―紀南こころの医療センターの PR をお願いします。 

和歌山県南部に位置し「やさしさをもって信頼と満足

の得られる医療を行います」を基本理念にしている紀南

地方の中核病院です。診察科は精神神経科、部署として、

看護部・訪問看護・作業療法室・デイケア・地域医療福

祉連携室があり、各部署連携して入院から退院、地域生

活で安心して暮らせるように援助しています。 

また、看護相談として月三回（金曜日）に、患者様がど

のように生活していきたいか、ご家族はどのようにサポ

ートしていくかについて、患者様とそのご家族に対して

看護師による相談を行なっております。 

 

―今後の抱負を教えてください。 

 入院中や退院後も安心して生活できるように日々患者

様と関わっていきます。 

そのためには日頃から社会情勢・医療・看護・福祉の動

向には注意し、情報収集をしていく事が大切です。また

それを看護実践に活かしていきたいです。 

 

―次の方のご紹介をお願いします。 

 次回は前回投稿者の樫葉さんからの紹介で、和歌山県

立高等看護学院の水主雅人さんです。 

水主さんよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

https://3.bp.blogspot.com/-VMihzcgKLYU/VJF-9-PvaGI/AAAAAAAApxQ/cb7EQOQArHg/s800/sky_line04_rainbow.png

